
家トレ倶楽部　　　創心會の笑顔　　　投稿紹介

創心會未来図鑑「農場」

「楽しみをイメージし、リハビリを続ける」
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新たな一歩を照らす

ひ孫の世話や散歩を楽しみ転
倒せず暮らしたい樋脇さま。
痛む部分をかばい、体の動き
が固くなり、他に痛みが出る
場合を考え、専門職によるスト
レッチや運動指導で日々ケアを
しています。専門職のストレッ
チでは思わず「気持ちいいー」
と声が出るそう。

A P P R O A C H

FOCUS

楽しみをイメージし、
リハビリを続ける

01

vol .126

樋脇アキさまは９人の兄弟姉妹の二女とし
て宮崎県都城市に生まれ育ち、結婚後、
二児に恵まれました。夫の勤める炭鉱の閉
山を機に、兄弟たちと共に仕事を求めて福
山市に移り住まれ、ご自身もパン店や縫製
工場で働き、家庭を支えてきたそうです。
ご趣味は愛犬のお世話と小学生のひ孫さ
んの世話をすること。現在は長女夫婦、孫、
ひ孫の4世代家族で暮らしています。

樋脇　アキ さま
創心会リハビリ倶楽部®笠岡 

A K I  H I W A K I

表紙モ
デル＆

カバーインタビュー出演者募集中！！

COVER
INTERVIEW 

創
心
會
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
夫
婦
共
々
お
世
話
に
な
ろ
う

と
考
え
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
創
心
會

に
担
当
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
後
の

生
活
目
標
を
考
え
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
創

心
会
リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笠
岡
」
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
週
2
日
利
用
し
、

マ
シ
ン
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
は
じ
め
、
機
能
訓
練
指
導
員
の
方
に

よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運
動
の
個
別
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
膝
や
骨
折
し
た
箇
所

の
痛
み
が
あ
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
に
相

談
す
る
と
、
無
理
の
な
い
体
の
動
か
し

方
や
痛
み
と
う
ま
く
付
き
合
う
生
活
の

仕
方
を
助
言
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

家
事
や
散
歩
な
ど
、
身
の
回
り
の
こ
と

が
何
と
か
出
来
は
じ
め
た
も
の
の
、
夫

の
介
護
も
し
て
い
た
の
で
、
と
に
か
く

共
倒
れ
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
私
の

気
負
い
に
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん
が
寄
り

添
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
族
内
で
の
サ

ポ
ー
ト
も
考
え
合
い
、長
女
の
家
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
そ
の
3
ヵ
月
後
に
夫
は

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
は
夫
の
分
ま

で
ひ
孫
を
可
愛
が
り
世
話
を
す
る
こ
と

が
私
に
で
き
る
役
割
で
す
。

　
骨
折
を
す
る
前
ま
で
は
、
旅
行
が
家

族
の
共
通
の
楽
し
み
で
し
た
。
老
齢
な

私
で
も
ハ
ワ
イ
に
2
回
行
っ
て
い
ま
し

た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
か
ら
9
ヵ
月

後
、
仲
の
良
い
利
用
者
に
、「
今
度
創

心
會
で
バ
ス
旅
行
が
あ
る
ら
し
い
け

ど
、
来
る
ん
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
行
き
た
い
！
行
け
る

自
信
も
湧
い
て
い
た
の
で
、
快
く
申
し

込
み
ま
し
た
。
行
先
は
広
島
県
の
世
羅

向
井
農
園
、
初
参
加
で
し
た
が
杖
で
歩

行
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
歩
行
器
・

車
椅
子
や
ス
タ
ッ
フ
の
支
え
も
あ
る
の

で
安
心
。
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
を
感
じ
つ

つ
無
難
に
旅
行
を
楽
し
め
ま
し
た
。
創

心
會
で
は
こ
れ
を
『
ト
ラ
ベ
ル
リ
ハ
サ
ー

ク
ル
』
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
そ
の
次
は

岡
山
県
の
後
楽
園
、
広
島
県
の
宮
島
、

と
参
加
を
続
け
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も

明
け
4
年
ぶ
り
の
開
催
。
香
川
県
の
栗

林
公
園
・
四
国
水
族
館
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
で
き
ま
し
た
。
骨
折
か
ら
お
よ

そ
8
年
経
ち
ま
す
が
、
大
き
く
身
体
や

生
活
の
落
ち
込
み
も
な
く
旅
行
も
楽
し

め
て
い
る
。
そ
ん
な
実
感
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
通
い
つ
つ
、
自
ら
も
リ
ハ
ビ
リ
を
休

ま
ず
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
こ
と
、
家
事
や
仕
事
も
続
け
た
い
が

諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
特
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は

家
族
の
暮
ら
し
の
こ
と
。
ま
だ
幼
い
ひ

孫
の
世
話
は
私
の
役
割
で
し
た
。
ひ
孫

の
世
話
を
楽
し
む
た
め
に
も
、
で
き
る

限
り
の
回
復
を
目
指
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

し
ま
し
た
。
入
院
中
は
坂
や
段
差
の
歩

行
訓
練
な
ど
手
厚
く
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
の
熱
意
に
も
応
え
よ
う
と
訓
練
に
励

み
ま
し
た
。
2
か
月
後
、
杖
歩
行
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
退
院
。
当
時
は
、
私

だ
け
で
な
く
、
夫
も
要
介
護
状
態
で
、

　
私
は
30
代
か
ら
糖
尿
病
の
治
療
を
し

て
お
り
、
加
齢
に
よ
る
膝
関
節
痛
も
あ

り
ま
し
た
。
幸
い
大
病
に
は
至
ら
ず
、

子
や
孫
た
ち
と
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
78
歳
の
頃
、
自
宅
の
庭
で
愛
犬

を
く
く
り
付
け
て
い
た
紐
に
足
元
を
と

ら
れ
て
転
倒
。
救
急
搬
送
さ
れ
、
診
断

の
結
果
は
左
大
腿
骨
頸
部
を
骨
折
。
今

後
の
生
活
の
こ
と
を
考
え
て
、
骨
折
箇

所
を
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
手
術
を
し
ま

し
た
。も
と
も
と
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ

た
私
で
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
歩
け
な

ご
利
用
の
背
景

1

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

2

❶❸❹

樋脇さまのストーリー
家
族
と
の
生
活
の
た
め
、

倒
れ
て
い
ら
れ
な
い
！

リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
を

感
じ
て
き
た
頃
、

回
復
を
目
指
し
て
リ
ハ
ビ
リ

創
心
會
の

「
ト
ラ
ベ
ル
リ
ハ
サ
ー
ク
ル
」に

参
加
す
る
こ
と
に

バ
ス
旅
行

参
加
す
る
？

夫の介護

ひ孫との生活

あの時の私へ
M E S S A G E

124

骨
折
か
ら
8
年
、

元
気
に
過
ご
せ
て
い
る

骨
折
か
ら
8
年
、

元
気
に
過
ご
せ
て
い
る

こ
れ
か
ら
も
リ
ハ
ビ
リ
を

休
ま
ず
頑
張
ろ
う
！

こ
れ
か
ら
も
リ
ハ
ビ
リ
を

休
ま
ず
頑
張
ろ
う
！

3

愛
犬
の
紐
に
足
を

と
ら
れ
転
倒
し
て
骨
折

家
事
や
仕
事
を

諦
め
る
こ
と
に…

リハビリを訪問・通所で選択できる
創心會の笠岡センター。

創心會に通所すると仲間
ができ、毎週会えること
が楽しみ。家族以外の
人と話ができることが
貴重です。来年はどこに
行こうか？と旅行の話で
刺激し合い、憩いや気
分転換にもなる。より元
気でいようという意欲に
つながっているそうです。

旅行や仲間との
交流が刺激になる

転倒せず暮らすため、
体のケアをしていきたい

FOCUS02

同じ悩みが共有できる仲間と
共に支え合う。
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「
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
」の
制
度
・
報
酬
は
、
定
期
的
に

改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
診
療
報
酬
は
2
年
に一度
、
介
護
報
酬
と

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
は
3
年
に一度
、
定
期
的
に
社
会
状
況

に
沿
っ
た
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
2
0
2
4
年
は
、
6
年
に一
度

訪
れ
る
ト
リ
プ
ル
改
定
の
時
で
す
。「
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
」

の
報
酬
が
同
時
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
改
定
の
中
か
ら
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
の
方
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
2
0
2
5
年
を
目
処
に
、
住
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
そ
の

日
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
共
生
社
会
に
向
け
地
域
包
括

支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
の

が
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
帯
で
す
。
病
院
の
入
退
院
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
な
ど
患
者
様
・
ご
利
用
者
様
の
療
養
場

所
が
移
る
こ
と
に
伴
う
情
報
提
供
、
医
療
機
関
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス

と
い
っ
た
各
関
係
機
関
の「
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
」連
携
と
、
地

域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
横
の
連
携
を
図
り
、
法
人
、
分
野
、
サ
ー

ビ
ス
種
別
、
業
界
の
垣
根
を
超
え
た
連
帯
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
率

の
良
い
仕
組
み
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
2
0
2
5
年
度
に
は『
団
塊

3
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
が

ど
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
る
の
か

確
認
し
ま
し
ょ
う

キリッ！

診療・介護・障害福祉制度のサー
ビス報酬は、各制度サービスへの対価
として保険者から事業所へ支払われる
報酬のことです。この報酬の財源は、
国民から徴収された税金と社会保険料
です。報酬改定は利用者の暮らしと
サービス事業所の経営への影響に直結
するため、慎重な議論を重ねて決定さ
れます。

今
年
注
目
の

制
度
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

の
世
代
』が
す
べ
て
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
医
療
・

介
護
の
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
増
大
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

2
0
2
5
年
を
過
ぎ
て
2
0
4
0
年
に
か
け
て
は
１5
〜
64
歳
の

生
産
年
齢
人
口
が
急
激
に
減
少
し
、2
0
4
0
年
に
は『
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
』が
65
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
役
世
代
人

口
が
減
少
し
て
医
療
・
介
護
保
険
制
度
の
財
政
が
厳
し
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
医
療
・
介
護
の
支
え
手
と
な
る
人
材
の
確
保
が

よ
り一層
難
し
く
な
る「
少
子
高
齢
社
会
」が
予
想
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

「報酬」とは

3分
野

の「連帯」が
注目されているよ！

豆知識

2
0
2
5
年
問
題
と

2
0
4
0
年
問
題
と
は
？

医
療
・
介
護
・
福
祉
の

連
帯
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る

コ
コ
が

気
に
な
る
！？

介護
報酬改定

医療
（診療）
報酬改定

障害
福祉
報酬改定

関わる人は

押さえておきたい
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あ
な
た
ら
し
く

　も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ

人口構造や社会経済状況の変化を踏まえ、「地
域包括ケアシステムの深化・推進」「自立支援・
重度化防止に向けた対応」「良質な介護サービ
スの効率的な提供に 向けた働きやすい職場づく
り」「制度の安定性・持続可能性の確保」の４
つを基本的な視点とする。

少子高齢社会を支える「全世代型社会保障」の構築
が求められる中で、あらゆる世代の一人一人が安全・
安心で効率的・効果的な質の高い医療・福祉サー
ビスを受けられるようにする。
また取り巻く環境の変化や多様な国民のニーズに柔
軟に対応することが重要。

よ
り
良
い

　
　仕
組
み
作
り
で

改定の基本的方向性

改定に当たっての基本認識

改定の基本的方向性
障

害福
祉で
どう変わる！？

医療
でどう

変わる！？

介護
でど
う変わる！？

❶地域包括ケアシステムの深化・推進
❷自立支援・重度化防止に向けた対応
❸良質な介護サービスの効率的な提供に向けた
　働きやすい職場づくり
❹制度の安定性・持続可能性の確保、他

❶障害者が希望する地域生活
　を実現する地域づくり
❷社会の変化等に伴う障害児・
　障害者のニーズへのきめ細かな
　対応

▶医療と介護の連携の推進
▶質の高い公正中立なケアマネジメント
▶地域の実情に応じた柔軟かつ効率的な取組
▶看取りへの対応強化
▶高齢者虐待防止の推進
▶認知症の対応力向上
▶福祉用具貸与・特定福祉用具販売の見直し
▶評価の適正化・重点化
▶報酬の整理・簡素化
▶LIFEを活用した質の高い介護、他

改定の基本的方向性

❶現時点の雇用情勢も踏まえた人材確保・働き方改革
　等の推進【重点課題】
❷2025 年問題を見据えた地域包括ケアシステムの
　深化・推進や医療 DXを含めた医療機能の分化・
　強化、連携の推進
❸安心・安全で質の高い医療の推進
❹効率化・適正化を通じた医療保険制度の安定性・
　持続可能性の向上

改定に当たっての基本認識

▶物価高騰・賃金上昇、経営の状況、人材確保の
　必要性、患者負担・保険料負担の影響を踏まえた
　対応
▶全世代型社会保障や、医療・介護・障害福祉
　サービスの連携強化、新興感染症等への対応など
　医療を取り巻く課題への対応
▶医療 DXやイノベーションの推進等による質の高い
　医療の実現
▶社会保障制度の安定性・持続可能性の確保、
　経済・財政との調和

介護
報酬改定

医療
（診療）
報酬改定

障害 福祉
報酬改定

❸持続可能で質の高い障害福祉
　サービス等の実現のための報酬
　等の見直し

障害福祉分野における賃上げをは
じめとする人材確保への対応は喫
緊かつ重要な課題である。
物価高騰・賃金上昇、経営の状況、

支え手も減少する中でご利用者様
が必要なサービスを受けられるよ
う、必要な対応を行うことが重要
課題。
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特に知
りたい

！

今後も注目！

今までの制度上、退院日当日は訪問看護
サービスの利用ができませんでした。退院当
日に「体調、症状の悪化」「点滴の管理」等
による医療的な対応が必要となる場合でも、
医療・介護の連携を促進して切れ目ない医
療・看護ケアを提供できるようするため、「看
護師が退院・退所当日に初回訪問すること」
を評価される区分が新設されます。

介護保険制度

自治体の職員等を名乗った「なりすまし」による、マイナンバー
制度やワクチン接種、後期高齢者医療制度の改正などに便乗
した、還付金詐欺などの特殊詐欺が多発しています。この度
の報酬改定に便乗した特殊詐欺なども横行する可能性があり
ます。防犯機能付きの電話機の導入、非通知番号や未登録番
号からの電話を着信拒否するなどの予防対策、家族や地域間
で日頃からこまめに連絡を取り合う、などを通じて詐欺に対す
る警戒を日々心がけましょう。

法律改正や社会に動きがある年は

犯罪に
警戒を！！

次回の介護報酬改定へ見送られること

在
宅
に
お
け
る

医
療
・
介
護
の
連
携
強
化

介
護
予
防
支
援
の

拡
大

福
祉
用
具
の
貸
与
・
販
売
が

選
択
制
を
導
入

要
介
護
者
等
の
在
宅
移
行
を
安
心
し
て
、

よ
り
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！

個
人
に
合
わ
せ
た
利
用
方
法
で
、

福
祉
用
具
が
さ
ら
に
使
い
や
す
く
！

国
は
各
地
域
に
応
じ
た
柔
軟
か
つ
効
率
的
な
取
り
組

み
の
推
進
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の一つ
に
、『
医
療
と

介
護
の
連
携
推
進
』を
挙
げ
て
い
ま
す
。

現
在
、
慢
性
疾
患
や
複
数
の
疾
患
を
抱
え
る
患
者

な
ど
医
療
と
介
護
の
複
合
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
患
者
・
ご

利
用
者
様
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
介
護
報
酬
も
、
医

療
の
視
点
も
踏
ま
え
た
対
応
を
診
療
報
酬
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は

特
に
看
護
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
改
定
に
注
目
で
す
。

「貸与」を選択した場合

「販売」を選択した場合

ケアマネジャーや福祉用具専門相
談員から、貸与・販売のメリット
やデメリットの説明を受ける。

医師やリハビリ専門職を含めた多
職種の見解を反映させた上で用具
の提案を行う。

福祉用具の選択について

気になるポイント

気

にな
るポイント

円滑な在宅移行に向けた

看護師による
退院当日訪問の推進

今
回
の
改
正
で
は
、
左
記
の
2
つ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

対
象
と
な
る
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
場
合
は
、
利
用
者
等
の

意
思
決
定
に
基
づ
き
、
貸
与（
レ
ン
タ
ル
）ま
た
は
販
売
か
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選
択
制
の
対
象
と
な
る
福
祉
用
具
は
、

〈
固
定
用
ス
ロ
ー
プ
〉〈
歩
行
器
〉〈
単
点
杖
〉〈
多
点
杖
〉
の
4

つ
で
す
。
こ
れ
ら
は一
般
的
に
安
く
、
長
期
間
貸
与
す
る
場
合
、

販
売
の
方
が
利
用
者
の
自
己
負
担
が
軽
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

❶
福
祉
用
具
貸
与
と
販
売
の
あ
り
方
等

　（安
全
な
利
用
の
促
進
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
・
給
付
の
適
正
化
）

❷
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
の
選
択
制

気

にな
るポイント

利用者からの求めに応じて使用状
況を確認し、必要があれば使用方
法の指導やメンテナンスなどを行
うよう努める。

利用開始から少なくとも「６か月
以内に一度」はモニタリングを行
い、貸与継続の是非を検討する。

or

気

にな
るポイント

その他の注目の2024介護報酬改定 及び 関連情報

家庭介護を過度に担う子どもや働
きながら介護を担う人への支援
に、発見から多機関につなぐ仕組
みを強化

ヤングケアラーや
ビジネスケアラーの支援強化

地域住民の複雑化・複合化した
ニーズへの対応や家族介護者支
援の充実に、業務負担軽減や配
置基準の緩和

地域包括支援センターの
体制整備等

制度の持続可能性と物価上昇や
災害、新興感染症の影響をも踏ま
えて、より正確な経営実態等の把
握を補完

介護サービス事業者の
経営情報の調査及び分析等

特殊詐欺に注意！

全ての世代にとって安心できる制度構
築のための議論は、今後も議論し、施
策を決めていく必要があります。

現在、世代間・世代内の公平を確保
しつつ、制度の持続可能性を高める
ため一定上の所得を有する方の介護
保険料は２割負担です。そのうち、
特に所得の高い方の介護保険料は3
割負担です。今後、２割負担者の範
囲拡大（対象所得や年収基準の引き
下げ）がどのように決められるかに注
目です。

介護保険の利用者負担の引き上げ

介護事業者の撤退やサービスが低下
への懸念により反発がある一方、現
行のままでは膨らむ介護費が一気に
利用料や保険料にのしかかってくる
恐れがあるため、要介護1、2の訪問・
通所介護を介護保険制度の給付から
外し、市区町村の事業に移行する案
についての議論は継続しています。

要介護１と２の訪問介護、
通所介護を「総合事業」へ移行 介護保険サービスの利用にはケアプ

ランが欠かせず、その費用負担は利
用者にはありません。「有料化すべき。
財源確保にもなる。競争原理でケア
マネジャーの資質が向上し給付抑制
にもつながる」という考えの一方、費
用負担によりサービス利用が抑止さ
れ、結果的に要支援・要介護者の重
度化につながる懸念があります。

ケアプラン料の利用者負担

注 目

今
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に

身
近
な
場
所
で
介
護
予
防
支
援
が

受
け
や
す
く
な
り
ま
す
！

今
回
の
改
正
で
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
加
え
、「
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
」
も
直
接
介
護
予
防
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
市
町
村
か
ら
指
定
を
受

け
た
事
業
所
は
、
市
町
村
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
に

あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
行
う
総
合
相
談
支
援
業
務
に
つ
い

て
、
そ
の一部
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
等

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
際
、
委
託
を
受
け
た
事
業
所
は
、

市
町
村
等
が
示
す
方
針
に
従
っ
て
、
業
務
を

実
施
し
ま
す
。

歩行
器

固定
用ス
ロープ

単点杖 多点杖

カ
ー
ド
の

不
正
利
用
が
…

カ
ー
ド
番
号
を
…

＋
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農

　場

Fa
rm

07

Vol
・

耕作放棄地を解消し、食料自給率を高め、国産国消の推進へ、

ノウフク連携事業にて多品目栽培に挑戦し、

地域の小売店・飲食店や創心會グループのセントラルキッチンなどに

出荷をしています。配送ドローンの操縦は主に障害者が担い、

農場からいつも安定した価格で野菜を市場やスーパーに卸しています。

安全な農業ビジネスの基盤を築き、障害者やロボットも参加し

持続可能な農業を目指しています。

新たな仕組みで、農業にイノベーションを起こす

SOUSHINKAI GROUP MIRAI Vision Map 2040

創 心 會 未 来 図 鑑

創心會グループでは高齢者や障害のある方の社会参加や
就労活動先として、農場や食品加工場を設けており、青
果品は青ネギと苺、加工品はカットキャベツを製造し、
地域の小売店や飲食店に販売しています。
担い手がなく使われなくなった農地を、私たちが福祉活
動の一端として利活用することで、高齢者や障害のある
方への介護予防や自立支援になる他、地場産業の活性化
や地産地消の循環にも寄与します。

２
０
４
０
年
問
題
を
は
じ
め
、
急
速
に
進
ん
で
い
く
社
会
の
変
化
を
と
ら
え

私
た
ち
は
ど
う
適
応
し
て
い
く
の
か
。『
創
心
會
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
』は

希
望
あ
る
地
域
社
会
の
未
来
を
描
い
た
私
た
ち
の
事
業
マ
ッ
プ
で
す
。
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❶
　

玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
に
、
ベ
ー

コ
ン
は
１
㎝
幅
に
切
り
ま
す
。

❷
　

鍋
に
水
、
コ
ン
ソ
メ
、
玉
ね
ぎ
、

ベ
ー
コ
ン
を
入
れ
中
火
で
煮

ま
す
。

❸
　

千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
に
片
栗
粉

を
ま
ぶ
し
、❷
の
玉
ね
ぎ
が

透
明
に
な
っ
た
ら
キ
ャ
ベ
ツ

を
入
れ
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。

❹
　

塩
胡
椒
で
味
を
調
え
、
火
か

ら
下
ろ
し
、
器
に
盛
り
付
け

る
。
パ
セ
リ
・
黒
こ
し
ょ
う

を
散
ら
せ
た
ら
完
成
で
す
。

おうち
レシピ

キ
ャ
ベ
ツ
は
ス
ー
パ
ー
や
八
百

屋
に
行
け
ば
年
中
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
身
近
で
食
べ
る
機
会

も
多
い
野
菜
で
す
が
、
キ
ャ
ベ
ツ

の
旬
の
時
期
は
い
つ
な
の
か
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？

他
の
野
菜
や
果
物
は
ひ
と
つ
の

季
節
で
あ
る
場
合
が
多
い
で
す
が
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
旬
は
大
き
く
分
け
て

「
春
・
夏
・
冬
」
の
３
つ
に
分
け

る
こ
と
が
出
来
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
更
に
収
穫
さ
れ
る
産
地
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
か
ら
、

旬
の
季
節
が
多
く
、
一
年
を
通
し

て
お
い
し
く
栄
養
価
も
高
い
キ
ャ

ベ
ツ
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

最
近
で
は
カ
ッ
ト
キ
ャ
ベ
ツ
と
し

て
も
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
お

馴
染
み
の
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム

の
キ
ャ
ベ
ツ
は
岡
山
産
の
新
鮮

キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
見
か
け
た
ら
召
し
上
が
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
に
片
栗

粉
を
ま
ぶ
す
こ
と
で
柔
ら

か
く
な
り
優
し
い
と
ろ
み

が
出
て
食
べ
や
す
く
な
り

ま
す
。の
ど
越
し
が
良
く
、

食
欲
が
な
い
と
き
で
も
食

べ
や
す
く
、あ
っ
さ
り
し

つ
つ
も
コ
ク
の
あ
る
ス
ー

プ
で
す
。調
理
工
程
も
簡

単
な
の
で
お
ス
ス
メ
で
す
。

材
料（
二
人
前
）

意
外
と
知
ら
な
い
！？

　  キ
ャ
ベ
ツ
の
旬
の
時
期

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

・
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ 

50
ｇ

・
玉
ね
ぎ 

／
個

・
薄
切
りハー
フ
ベ
ー
コン 

２
枚

・
水 

４
０
０
㎖

・
コ
ン
ソ
メ 

大
さ
じ
／

・
片
栗
粉 

小
さ
じ
２

・
塩
胡
椒 

少
々

・
パ
セ
リ 

適
量

・
黒
こ
し
ょ
う 

適
量

8
1

2
1

つ
く
り
方

ど根性ファームは、障害者就労継続
支援事業所リンクスライヴと協働し
皆さまの食卓に安全と安心をお届け
する取り組みに挑戦しています。

マルナカやMARUI
各店で絶賛販売中！

創
心
会
百
年
煌
倶
楽
部 

岡
南

フ
ー
ド
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ（
管
理
栄
養
士
）

inventor

キャベツのとろとろスープ

お腹の中からぽっか
ぽ
か
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近
年
、
街
に
増
え
る
資
源
集
積
ス
ポ
ッ
ト
や
、

資
源
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
合
同
会
社 

連
や
障
害
者
就
労
支
援
事
業
の
リ
ン
ク
ス
ラ
イ

ヴ
な
ど
の
関
連
法
人
と
の
日
常
的
な
繋
が
り
が

あ
る
こ
と
で
環
境
汚
染
の
解
決
に
協
力
し
て
い

く
意
識
が
自
然
と
出
ま
す
。
ゴ
ミ
の
処
理
過
程

か
ら
地
球
温
暖
化
に
繋
が
る
、
不
用
品
が
資
源

と
な
り
貨
幣
価
値
に
変
わ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
の
と
い
な
い
の
と
で
は
大
き
な
違
い
で
す
。

そ
の
分
別
を
保
て
る
よ
う
に
知
識
を
共
有
し
、

社
員
に
分
か
る
よ
う
古
紙
の
回
収
箱
を
設
け
た

り
、
廃
棄
方
法
を
声
掛
け
し
た
り
、
私
な
り
の

エ
コ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
ズ

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
̶Sustainable D

evel-
opm
ent G

oals

】
世
界
共
通
の
合

言
葉
と
し
て
、
2
0
1
5
年
9
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
加
盟
国
の
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発

目
標
。
思
想
や
文
化
、
人
種
や
国
を

超
え
て
、
よ
り
よ
い
未
来
に
し
て
い

く
た
め
の
17
の
目
標
で
す
。
企
業
や

個
人
、
大
人
や
子
ど
も
な
ど
、
年
齢

や
立
場
に
よ
っ
て
で
き
る
行
動
は
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
な
ら

ど
う
す
る
か
。
そ
れ
を
一
人
ひ
と
り

が
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で

は
、
創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
体
現
し
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。

よ
り
よ
い
未
来
へ
の
つ
な
が
り
、
可

能
性
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

@SOUSHINKAI

廣田　圭子（ひろた けいこ）
創心会百年煌倶楽部茶屋町　勤務
介護福祉士

1988年倉敷翠松高校普通科を卒業。製パン会社
の営業職や小売業などの経験を経て、今後のキャ
リアを考えて介護業界に転職。2003年創心會に
入社、デイサービス リハビリ倶楽部茶屋町に配
属。パートから正社員に登用され、管理者・センター
長を歴任。模擬就労Chaya-caféの開設にも携わり
多彩な経験を積む。現在は創心会リハケアタウン
北館のセンター長 兼 百年煌倶楽部茶屋町の管理
者を務める。昨年、勤続20年を迎えた。

当施設は、100歳になっても生活機能を維持することを重視し、口腔ケア、
栄養管理、機能訓練を三位一体に行うリハビリと医療的ケアで、健やかな
暮らしをご支援します。館内の保育所や児童デイサービスや地域交流も盛
んです。リハケアタウン内のその他のサービスからの連携を保ち、在宅介
護の限界点を引き上げます。

中重度対応型
デイサービス   百年煌倶楽部 茶屋町

■場所／〒710-1101  岡山県倉敷市茶屋町1720-1
■電話／ 086-420-0024 ■FAX／ 086-420-0034
■営業／ 8：30～ 17：30［サービス提供時間　09：30～ 16：40］
■休み／日曜日、年末年始（12月31日～ 1月2日）

不
用
品
＝
ゴ
ミ
で
は
な
い

14
File no.

File no.14

ど
こ
も
人
手
不
足
が
深
刻
で
高
齢
化
の

世
の
中
で
す
。
介
護
現
場
で
働
く
職
員
の

中
に
は
、
当
然
、
育
児
や
介
護
を
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
私
も
末
の
子
は
ま
だ
小

学
生
で
す
し
、
80
代
の
母
の
様
子
も
気
に

な
り
つ
つ
働
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

夫
や
子
ど
も
た
ち
の
お
か
げ
で
20
年
介
護

職
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
安

定
し
て
仕
事
に
励
む
た
め
に
は
、
家
庭
や

職
場
に
平
等
な
感
性
が
あ
り
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
保
つ
配
慮
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
職
員
た
ち
に
起
こ
る
事
情
に
い
つ
で

も
相
談
に
の
り
、
自
分
の
経
験
を
も
っ
て

助
言
や
気
づ
き
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
私

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

20
数
年
前
、
私
が
介
護
職
を
志
し
た
の

は
、
手
に
職
を
つ
け
よ
う
と
考
え
た
か
ら

で
す
。
い
ざ
働
い
て
み
る
と
、
営
業
職
時

代
に
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
、

相
手
の
考
え
の
先
を
読
ん
だ
接
客
の
経
験

な
ど
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
介
護
は
技

術
職
と
い
う
側
面
と
同
時
に
、
人
と
人
が

接
す
る
仕
事
柄
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
側

面
も
あ
り
ま
す
。
お
客
様
に
好
か
れ
、
快

適
に
思
っ
て
い
た
だ
く
努
力
は
、
他
の
産

業
と
同
様
、
知
恵
と
経
験
を
積
み
工
夫
あ

る
の
み
で
す
。
職
員
た
ち
が
ご
利
用
者
様

を
思
い
、
創
意
工
夫
し
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
く
経
験
の
中
で
、
自
立
自
走
し
て
い
く

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
こ
の
上

な
い
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
安
全
で
平
等
に
働
け
る
職
場
環
境
を

感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
人
と
の
接
し
方
を
考
え
る

6

9

8 3

1

13

12

創
心
会
百
年
煌
倶
楽
部
茶
屋
町
は
、
創
心
会
リ
ハ
ケ
ア
タ
ウ
ン
北

館（
倉
敷
市
茶
屋
町
）内
に
あ
り
、
医
療
的
ケ
ア
や
中
重
度
者
の
対
応

を
積
極
的
に
受
け
、
生
活
機
能
の
維
持
・
改
善
を
目
指
す
通
所
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
ま
た
隣
接
す
る
訪
問
や
泊
り
サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携
し
て
、

ご
本
人
様
だ
け
で
な
く
同
居
さ
れ
る
ご
家
族
様
の
介
護
負
担
の
軽
減

と
、
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
可
能
で
す
。
在
宅
介
護
の
限
界

点
を
引
き
上
げ
、
入
院
・
入
所
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
を
使
命
に

し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
か
わ
い
い
鬼
の
会
」
の
方
々
と
共
に
、
茶
屋
町
地
域
に
暮
ら
す
皆

様
に
と
っ
て
安
心
で
開
か
れ
た
居
場
所
、
住
民
の
拠
り
所
と
な
る
よ

う
な
事
業
所
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
取
り
組
み
に
、
子
ど
も
た
ち
が
得
意
な
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム

機
器
を
使
っ
て
高
齢
者
と
オ
セ
ロ
対
戦
を
す
る
交
流
の
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
非
接
触
が
当
た
り
前
の

中
で
、
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
脳
ト
レ
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
触
れ
て
も

ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
ス
タ
ッ
フ
が
提
案
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

嬉
し
い
こ
と
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
介
護
教
育

を
行
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
よ
く
介
護
は
「
先
立
っ
た
準
備

が
で
き
ず
迎
え
て
し
ま
う
」、「
も
う
少
し
早
く
知
っ
て
い
れ
ば
」
と

い
っ
た
後
悔
の
お
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
介
護

に
関
す
る
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
私
た
ち
が
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
に
近
づ
く
必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
私
が
今
す

ぐ
で
き
る
こ
と
は
、
永
く
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
過
去
情
報
を
丁

寧
に
伝
え
、
次
世
代
に
継
な
ぐ
こ
と
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
や
地
域

住
民
の
方
々
が
心
配
せ
ず
に
、
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
し
、
あ
た
り
ま

え
に
老
い
て
い
け
る
、
安
心
し
て
認
知
症
に
も
な
れ
る
よ
う
な
社
会

が
理
想
で
す
ね
。

地
域
に
根
差
し
、住
民
の
居
場
所
・
拠
り
所
に
な
り
た
い

8

11

3

17

ニ
ー
ズ
に
近
づ
き
、
安
心
を
繋
ぐ

7

9

▼
 Hirota Keiko

10

5
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創
心
會
の
笑
顔

体
を
動
か
し
て
い
る
と
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
、

笑
顔
も
出
て
き
ま
す
ね
。

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
笑
顔
が
素
敵
な
方
を
紹
介
し
ま
す
。 皆

さ
ん
の
笑
顔
が

私
た
ち
の
栄
養
で
す

※撮影時のみ、マスクを外しています

創心会五感リハビリ倶楽部®邑久　管理者　山本 光紀（やまもと みつのり）

ぽっ歩保育園（茶屋町）

リハビリ倶楽部 新涯

ぽっ歩保育園 平田

ぽっ歩保育園（茶屋町）

リハビリ倶楽部 玉島

百年煌倶楽部 岡南

リハビリ倶楽部 笹沖

百年煌倶楽部 茶屋町

百年煌倶楽部 岡南

五感リハビリ倶楽部 邑久 百年煌倶楽部 平田



投
稿
紹
介

このコーナーでは川柳や俳句、短歌を（ご自身の作品で未発表のもの）募集しております。投稿されたものは、社外報やウェブサ
イト等に掲載することがありますので、ご了承ください。審査員がじっくりと選ばせていただいております。わからないことはお
近くのスタッフ、または広報CSR部までお問い合わせください。ぜひ皆様の投稿を楽しみにしております。

次回テーマ

お祝い
次回締切：2024年２月29日木
投稿方法：投稿用紙に作品を書いて
 ◎投稿箱 または、
 ◎FAX（086-428-0946）
 に投稿をしてください

入　選

佳　作

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

今
回
は
109
句
の
作
品
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

素
敵
な
作
品
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

次
回
の
ご
投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
の
玄
関
や

フ
ロ
ア
に
あ
り
ま
す

テ
ー
マ 

閏
年
／
ひ
な
祭
り

【
講
評
】

【
講
評
】

伊
豆
恋
し
　
河
津
桜
と
　
つ
る
し
雛

「
元
気
か
い
」　
雛
を
出
し
た
か
　
せ
か
す
祖
母

河
津
桜
は
２
月
上
旬
か
ら
開
花
し
は
じ
め
る
早
咲
き
の
桜
。
も
う
間
も
な
く
濃
い
ピ
ン
ク
色
の
か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ
る
頃
で
す
ね
。
静
岡
・
伊
豆
稲
取
は
、
華
や
か
な

色
と
り
ど
り
の
ち
り
め
ん
で
作
ら
れ
た
「
つ
る
し
雛
」
も
有
名
で
す
ね
。
旅
行
先
で
目
に
し
た
色
あ
せ
な
い
景
色
を
回
想
し
た
と
き
め
き
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

き
っ
と
お
孫
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
贈
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
代
々
受
け
継
い
で
い
る
思
い
出
深
い
雛
人
形
で
し
ょ
う
か
。
雛
人
形
を
見
て
喜
ぶ
お
孫
様
が

気
に
な
り
つ
つ
も
、
近
況
を
窺
う
電
話
を
か
け
る
…
で
も
、
や
っ
ぱ
り
雛
人
形
を
飾
っ
た
か
気
に
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
微
笑
ま
し
い
や
り
取
り
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。 元

気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町

�

松
本�

博
子

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町

�

安
藤�

寿
美
子

閏
年
　
財
布
が
潤
う
　
年
と
な
れ

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
小
引
仁
志

ひ
な
ま
つ
り
　
ま
ご
よ
り
目
立
つ
　
私
か
な

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
梶
田
憲
子

ひ
な
飾
る
　
母
の
ふ
る
ま
い
　
偲
ば
る
る

そ
う
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
茶
屋
町
　
篠
原
み
ど
り

桃
咲
い
て
　
車
椅
子
押
す
　
吉
備
の
里

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
総
社
　
大
久
保
勉

ひ
な
祭
り
　
子
等
の
平
和
を
　
た
の
み
ま
す

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
大
森
美
子

初
ひ
孫
　
も
み
じ
手
の
中
　
ポ
チ
袋

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
木
村
允
子

初
孫
の
　
幸
多
か
れ
と
　
ひ
な
飾
る

百
年
煌
倶
楽
部
平
田
　
岩
永
利
正

ひ
な
贈
る
　
元
気
で
あ
れ
と
　
初
孫
に

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
佐
藤
麗
子

ひ
な
祭
り
　
色
あ
ざ
や
か
な
　
小
春
日
和

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
鹿
庭
ツ
ヤ
子

ひ
な
ま
つ
り
　
優
し
く
包
む
　
春
の
風

リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
笠
岡
　
吉
實
直
久

幼
児
に
　
ほ
ほ
え
み
か
え
す
　
夫
婦
び
な

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
多
賀
久
江

一
人
ま
た
　
ふ
え
て
嬉
し
い
　
ひ
な
祭
り

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部（
笹
沖
）　
藤
原
恒
子

ひ
な
壇
を
　
買
っ
た
娘
も
　
今
は
母

百
年
煌
倶
楽
部
平
田
　
平
松
幹
也

夫
の
心
に
　
雛
飾
り
置
く
　
吾
が
思
い

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
高
松
中
央
　
佐
々
木
明
子

い
い
天
気
　
見
上
げ
し
雲
は
　
お
ひ
な
様

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笹
沖
　
山
中
祐
治

閏
年
　
好
事
の
如
何
　
初
詣

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部（
笹
沖
）　
中
村
勝
彦

引
き
継
れ
　
親
子
３
代
　
ひ
な
飾
り

百
年
煌
倶
楽
部
平
田
　
冨
岡
淳

お
早
う
と
　
一
日
多
く
　
言
え
る
幸

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
洲
　
大
塚
重
清

ひ
な
祭
　
孫
の
ス
モ
ウ
で
　
障
子
破
れ

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
益
野
　
井
上
国
夫

雛
祭
り
　
祭
壇
組
む
も
　
一
苦
労

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
今
　
原
務

華
桃
の
　
紅
に
染
ま
り
し
　
お
雛
様

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
総
社
　
渡
邉
雅
章

じ
じ
と
ば
ば
　
お
呼
ば
れ
し
て
ゆ
く
　
雛
祭

百
年
煌
倶
楽
部
平
田
　
冨
谷
豊
稔
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訓練ポイント！

家
ト
レ
倶
楽
部

い
え

http://pr6.space/0/ 家トレ

家トレ倶楽部
動画でチェック！

チャンネル登録

※メガネをかけている人は、外して実施してください。
※疾患がある方は、かかりつけ医や専門職にご相談ください。
※運動時に痛みや動悸がある場合は中止してください。

創心会児童発達支援ルーム心歩 茶屋町　

作業療法士／岡田 慎司(おかだ  しんじ)

普段あまり使わない
目の周りの筋肉トレーニングです
寒い季節になり、室内でテレビやスマートフォンばかりを見て過
ごされる時間が多くなっていませんか？　疲れ目になると、目だ
けでなく、首や肩、腰に不調が出やすくなり、活発に動くことが
できなくなります。疲れ目の改善やリフレッシュには、目の周り
の筋肉をほぐすストレッチが効果的です。

正面から
スタート

アイストレッチ
眼球の運動

ここに効く！
外眼筋

（がいがんきん）

目だけを
動かします

眼球を大きく
動かしましょう

左上上右上

左正面右

左下下右下

顔の向きが変わらないように両目で、上・
下・右・左・右上・右下・左上・左下の
8箇所へ目を最大限に動かしましょう。

目線を各方向に向ける
際に、顔を一緒に動か
さないようにすること
が大切です。目の奥
の筋肉を使った感じが
得られたらうまくでき
ていますよ。

目を動かしたら
5秒キープ！



の
り
し
ろ
㋑
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

の
り
し
ろ
㋑

の
り
し
ろ
㋐
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

の
り
し
ろ
㋐

の
り
し
ろ
㋒

の
り
し
ろ
㋓

のりしろ㋔

FAX 086-428-0946
（24時間受付）

社外報 読者アンケート vol.126

氏　　名

年　　齢

住　　所

□～20代　□30代　□40代　□50代　□60代　□70代　□80代　□90代～

フリガナ
電話番号

〒

ご利用施設名・ご利用サービス名・事業所名など区分（ご自身のあてはまる属性）
□ご利用者様・患者様
□ご家族様
□ケアマネジャー様
□その他（　　　　　　 　）

創心會グループ社外報 PRIDEsign を読む頻度について教えてください。
（該当する番号に〇をつけてください）

1. 今回はじめて　　2. 毎号読んでいる　　3. たまに読んでいる

Q1

本誌で掲載している記事や内容はいかがですか？
（該当する番号に〇をつけてください）

1. とても良い　　2. 良い　　3. 普通　　4. 悪い　　5. とても悪い

Q2

本誌で興味深かった・面白かった記事にチェックしてください。（複数選択可）

□ 表紙 ／ COVER INTERVIEW「楽しみをイメージし、リハビリを続ける」

□ 特集「ココが気になる !? トリプル改定 2024」

□ 創心會未来図鑑 □ おうちレシピ「キャベツのとろとろスープ」

□ SDGsな人 □ 創心會の笑顔 □ 投稿紹介

□ 健康「家トレ倶楽部」 □ クロスワード＆読者プレゼント

Q3

その他、今後読みたいテーマやご意見・ご要望をお聞かせください。Q4

いつもご意見・ご要望をお聞かせいただき、ありがとうございます。大切に読ませていただいております。
また、皆様のお声は社内にて前向きに検討させていただきます（広報 CSR 部）

キ
リ
ト
リ
線

17 PRIDEsign_Vol.126_2024                       



アンケートにご協力をいただいた方々に心から感謝申し上げます。

皆様からいただいたご意見やご指摘につきまして、真摯に受け止めると共に
改善努力を継続していくことで皆様にご満足いただける誌面を目指してまいります。

今後もよりご満足いただけるよう努めてまいりますので、
引き続き貴重なご意見をいただけますようお願いいたします。

倉敷市茶屋町 2102-14

7
1

0
-
8

7
9

0
3

4
4

社外報「PRIDEsign」vol.126
2024年2月号 読者アンケート係

のりしろ㋔と貼り合わせてください

の
り
し
ろ
㋓
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

の
り
し
ろ
㋒
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

個人情報保護に関して、広報誌を発刊するにあたり、創心會グループでは、ご利用者様をはじめとす
る全ての創心會グループに関係する方々の個人情報の保護が重大であると考え、「個人情報の保護に
関する法律」に基づき、お預かりした個人情報について、以下のとおり適正かつ安全に管理・運用す
ることに努め、次に挙げる利用目的の範囲内で、個人を特定できない形で処理した統計データとして
利用いたします。　■個人情報の取得と利用目的／①プレゼントの抽選、当選商品発送のため　②バッ
クナンバーの発送のため　③広報誌発行に伴う連絡・DM、各種お知らせ等の配信・送付のため　
④創心會グループからのセミナー、キャンペーン等イベントのご案内のため　⑤読者様からのお問い
合わせ・ご依頼へのご回答のため　⑥個人を特定しない形式の統計資料作成のため　■共同利用す
る個人情報等の項目／創心會グループは、個人情報（氏名、住所、電話番号、年齢、メールアドレス）
を次のグループ会社間で前述した利用目的で共同利用する場合があります。　①共同利用する者の範

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

令
和
７
年
9月

30日
ま
で

（
切
手
不
要
）

囲／株式会社創心會、株式会社ハートスイッチ、社会福祉法人創心福祉会、株式会社リンクスライヴ、
合同会社ど根性ファーム、合同会社連、そうしんクリニック茶屋町　②共同利用の管理責任者／株式
会社創心會　【連絡先】〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14　株式会社創心會（広報・CSR部 河﨑崇
史）　代表取締役社長 二神雅一　TEL：086-420-1500　■第三者提供／創心會グループは、ご本
人の事前の同意を得た場合、法令に基づく場合その他法律上認められている場合を除き、個人デー
タを第三者へ提供することはしません。　■開示請求／貴殿の個人情報について、ご本人には、開示・
訂正・削除・利用停止を請求する権利があります。手続きにあたっては、ご本人確認の上、対応させ
ていただきますが、代理人の場合も可能です。詳細については、以下「個人情報相談窓口」へご連絡
ください。【個人情報相談窓口】〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14　創心會グループ個人情報問い
合わせ窓口　TEL：086-420-1500　FAX：086-428-0946　E-mail：info@soushinkai.com

封筒でご送付の場合、切手は不要です

倉
敷
局
承
認

3128

氏名や住所など、はっきりご記入いただけますと幸いです。
この読者アンケートは、ファックスまたは封書としてご利用いただけます。

ファックスの場合はP.17のみご送信ください。

山折り❸山折り❸

山折り❷山折り❷

山折り❶山折り❶

キ
リ
ト
リ
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1412

8 9

2 3 4

5

7

10

13

15 16

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
こたえ

タ
テ
の
カ
ギ

１
　
模
様
。
物
の
性
質
や
感
じ
。
ふ

さ
わ
し
い
立
場
や
性
質
。

２
　
寝
た
と
き
の
感
じ
。ま
た
、眠
っ

て
い
る
と
き
の
心
持
ち
。

３
　
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
こ
と
。

４
　
ま
だ
習
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を

前
も
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
。

５
　
英
語
で
干
し
ぶ
ど
う
の
こ
と
。

６
　
あ
る
区
切
ら
れ
た
土
地
の
範
囲
。

７
　
初
詣
の
お
み
く
じ
で
こ
れ
が
出

る
と
嬉
し
い
。
運
勢
が
非
常
に

よ
い
こ
と
。

９
　
二
つ
に
分
か
れ
て
一
本
の
つ
な

を
引
き
合
っ
て
勝
負
を
競
う
競

技
。

11
　
子
を
育
て
る
人
。
父
や
母
。

12
　
他
人
の
意
見
や
行
動
に
賛
成
し
、

後
お
し
す
る
こ
と
。

14
　
千
の
十
倍
。
百
の
百
倍
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

１
　
年
号
の
改
ま
っ
た
最
初
の
年
。

３
　
書
か
れ
た
文
字
。
書
い
て
ま
と

め
た
物
。
書
物
。

５
　
む
か
し
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で

の
物
事
の
う
つ
り
変
わ
り
。

６
　
旬
は
冬
。
白
菜
を
小
さ
く
し
て

先
を
と
が
ら
せ
た
よ
う
な
姿
の

西
洋
野
菜
。
サ
イ
ズ
は
10
〜
15

セ
ン
チ
く
ら
い
で
、
葉
先
が
淡

い
黄
色
で
根
元
が
白
い
。

７
　
広
大
な
土
地
。
天
に
対
す
る
地

上
の
こ
と
。

８
　
頭
が
痛
む
こ
と
。
頭
の
痛
み
。

10
　
動
物
が
口
や
鼻
で
吸
っ
た
り
は

い
た
り
す
る
空
気
。
寒
く
な
る

と
は
く
の
が
白
く
な
る
。

11
　
人
間
の
性
別
で
、
男
で
な
い
方
。

12
　
目
を
動
か
さ
な
い
で
見
る
こ
と

の
で
き
る
範
囲
。

13
　
何
か
を
す
る
た
め
に
必
要
な
時

間
。
空
い
て
い
て
自
由
に
使
え

る
時
間
。

15
　
め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い
、
め
ず

ら
し
い
出
来
事
。

16
　
砂
粒
の
よ
う
に
な
っ
た
金
。
イ

ノ
シ
シ
を
改
良
し
た
家
畜
。

「
で
き
る
限
り
速
く
」行
う
と
、

脳
内
の
血
流
が
増
え
、活
性

化
状
態
に
な
り
ま
す
。目
標
時

間
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
！

PRIDEsign Vol.126　クロスワードパズルの答え【ゆきまつり】

P.17のアンケートにお答えいただいた方の中から
抽選でこちらの商品をプレゼントします。

読者の皆さまのお声をぜひお聞かせください。

15名様
創心會グループ 協賛
Chaya Cafeオリジナル焼き菓子 
コンビセット（オリジナル焼き菓子２種）

読者　プレゼント
PRIDEsign Vol.���

応募締切：2024年２月29日（当日消印有効）

クロスワードパズル

米粉やオーツ麦を使った
カラダが喜ぶオリジナル焼き菓子で
もっと美味しく！もっと元気に！

※焼き菓子の組み合わせはランダムになります。ご了承ください



昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ノ
ウ（
自
然
、

農
林
水
産
業
）と
フ
ク（
人
、
福
祉
）が
連
携

し
た
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
イ
チ
ゴ
の
生
産
・
販
売
』
事
業
が
出
荷
の

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
事
業
2
年
目
で

あ
る
今
年
、
営
業
活
動
が
実
を
結
び
、
笠
岡

ベ
イ
フ
ァ
ー
ム
、
広
島
県
福
山
市
内
の
エ
ブ

リ
イ
の
他
、
本
年
1
月
か
ら
は
岡
山
県
倉
敷

市
内
の
ス
ー
パ
ー（
ゆ
め
タ
ウ
ン
倉
敷
、
エ

ブ
リ
イ
茶
屋
町
）で
も
販
売
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
や
関

係
者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
少
し

ず
つ
で
す
が
販
路
拡
大
に
向
け
て
着
実
に

一
歩
ず
つ
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
創
心
会
リ

ハ
ケ
ア
タ
ウ
ン
の
最
寄
り
店
舗
エ
ブ
リ
イ

茶
屋
町
店
で
は
お
蔭
様
で
取
材
時
に
は
完

売
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
の
売
れ
行
き
次

第
で
、
よ
り
多
く
の
店
舗
で
商
品
を
置
か
せ

て
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。
当
該
イ
チ
ゴ
の

品
種
は
「
よ
つ
ぼ
し
」。
そ
の
名
の
由
来
は

「
甘
味
」、「
酸
味
」、「
風
味
」、「
美
味
」
が
揃
っ

て
四
つ
星
級
に
お
い
し
い
こ
と
。
果
肉
は
適

度
な
食
感
で
、
酸
味
は
強
く
な
く
甘
味
が
広

が
り
ま
す
。
形
は
綺
麗
な
円
錐
形
で
、
美
し

い
光
沢
が
あ
り
鮮
や
か
で
す
。
是
非
ど
根
性

フ
ァ
ー
ム
の
イ
チ
ゴ
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

販
路
拡
大
中
！

ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
産
イ
チ
ゴ「
よ
つ
ぼ
し
」

輝
く
リ
ハ
ケ
ア

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー 

第
７
回
男
前
グ
ラ
ン
プ
リ
閉
会
の
御
礼

S O U S H I N K A I  G R O U P  T O P I C  N E W S

令
和
5
年
1
月
1
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
第
7
回

男
前
グ
ラ
ン
プ
リ
」が
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

度
は
総
計
24
万
7
千
3
8
8
票
の
ご
投
票
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
大
会
に
臨
ん
だ
10
名
の

出
場
者
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
通
じ
て
熱
い
思

い
を
発
し
て
い
っ
た
3
6
5
日
間
を
、
地
域
の
皆
様

へ
の
感
謝
と
と
も
に
決
し
て
忘
れ
ず
、
一
層
成
長
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
本
大
会
が
皆
様
に
と
っ
て
医

療
・
介
護
現
場
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
期
待
に
も
繋
が

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
か
い
応
援
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
り
う
る
環
境
で
あ
れ
ば
、
低
体
温
症
に
陥

る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
へ
の
理
解
が
必
要
。

冬
季
は
基
本
的
に
室
温
を
含
め
気
温
そ
の
も

の
が
低
い
た
め
、
屋
内
で
あ
っ
て
も
加
齢
、
栄

養
状
態
の
悪
化
や
脱
水
、
持
病
の
悪
化
、
体

調
不
良
を
誘
因
と
し
て
簡
単
に
低
体
温
症
に

陥
り
、
重
症
化
を
招
き
や
す
い
」と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
起

こ
り
う
る
リ
ス
ク
と
し
て
、
油
断
せ
ず
生
活

し
て
い
く
よ
う
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

実
は
低
温
に
よ
っ
て
死
亡
さ
れ
る
方
は
熱

中
症
な
ど
の
高
温
に
よ
る
死
亡
者
数
よ
り
多

い
年
が
あ
る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
熱

中
症
の
対
策
は
し
て
い
る
け
れ
ど
、「
低
体
温

症
」に
つ
い
て
の
対
策
は
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
の
中
で

も
低
体
温
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は
あ

り
、
中
に
は
凍
死
す
る
事
例
が
毎
年
数
百
件

以
上
発
生
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
。
人
口
動
態
調
査
の
調
べ
で
は
、
凍
死
に

よ
る
志
望
者
の
約
８
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
。
日
本
救
急
医
学
会
に
よ
れ
ば
、「
家
族

と
の
同
居
で
あ
っ
て
も
昼
間
や
深
夜
の
一
人
に

冬
は
室
内
で
も「
低
体
温
症
」に
要
注
意
！

ノウフクの文字が目印。エブリイ茶屋町店の青果コーナーでは素敵なPOPを立ててくださっていました

室
温
が
18
度
を
下
回
る
と
、血
圧
が
上
が
っ
た
り
、

不
整
脈
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
も
！ 

部
屋
の
温
度
は
18
度
以
上
に
！
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